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その他の研究テーマ

人工知能を利用した
ねじの異常検出に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

３Dグラフィック＋生成AIにより異
常ねじ画像を作成して学習に利
用することで判別精度を向上で
きる

●AI（機械学習）を利用して検品
したいが、（異常ねじ）学習デー
タが不足して判別精度が上が
らない

・香りと脳活動の関係・脳のリハビリに関する研究
・Smart Factory によるCPS（Cyber Physical System）の開発

理工学部
機械工学科

教授
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本研究は、ねじ等の機械部品の外観検査をAIで自動化し、
検品精度と生産性の向上を図るものである。従来の目視検
査には、作業員の判断にばらつきがあり、精度の確保が課題
であった。一方で、AI導入には大量の学習用データが必要
だが、異常の発生頻度が低く十分なデータが得られない。
本研究では、データ拡張や合成画像生成によりこの課題を
克服し、高精度な異常検出モデルを構築する。

さらに、微細な欠陥を捉える画像処理技術や異常箇所の
追跡手法も開発し、信頼性向上を図る。
現在、ねじや精密金属部品を扱う企業と技術評価やプロト

タイプの共同開発を始めており、これらの企業は外観検査の
属人性や検品ミス、作業効率の課題を抱えており、AI技術に
よる自動化ソリューションに高いニーズと期待が存在する。

異常検出技術
●ねじなどの機械部品のキズ・打痕を検出可能です。
●異常検出精度が向上し、検品作業が楽になります。

Point

人工知能、ねじの異常検出

●時給アップに伴う労働時間削
減により検品作業を実施する
作業者の人材（技術・人数）
が不足している

初心者や臨時スタッフでも扱い
やすく、経験や習熟度に依存せ
ず、安定した検査精度を実現で
きる


